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研究成果の概要（和文）：(1) 素数pが代数群GSp(4)のendoscopicなカスピダル保型表現 Π のAdjoint表現のL
函数のs=1での特殊値を割り切り, さらに適当な条件をみたすとき, stableなカスピダル保型表現で元の Π と
合同なものが存在することを示した. 
(2) Gsp(4)のカスピダル保型表現 Πに対するEuler系の構成を議論した. ノルム両立性などいくつかの性質を確
かめて部分結果を得ることができたが, まだ完全なEulerには程遠い. 今後引き続き確かめられていない性質な
どを深く掘り下げて調べていきたい.

研究成果の概要（英文）：(1) We establish the existence of congruences between an endoscopic cuspidal
 automorphic representation  of GSp(4) of level 1 and stable cuspidal automorphic representations of
 the same level and weight modulo certain prime factors of the value at 1 of the adjoint L-function 
of  normalized by a suitable period.
(2) We studied the construction of Euler system associated to cuspidal representations of Gap(4). We
 obtained partial results on norm compatibility of certain motivic elements.  

研究分野： 岩澤理論
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１． 研究開始当初の背景  
 
p 進 L 函数や Euler 系は岩澤理論において大
事な対象である. イデアル類群や楕円曲線
の岩澤理論などの基本的な場合には, これ
らの存在は既に示されているが一般にはこ
れらの存在は知られておらず, 予想の段階
である. 岩澤主予想などの大事な問題を正
確に定式化したり, 解いたりするためには,  
(I)  高次の L 函数に対する p 進 L 函数を構
成する. 
(II) 高次元のガロワ表現に対して, Euler系
を構成する.  
といったことが大事である. (II)の研究が進
展すれば Coleman 写像などを通して(I)の研
究が進展することは知られており, 両者は
密接に関連している. 長年の停滞の後, 近
年は保型 L函数の分野での研究の発展の恩恵
により, これらの問題も少し進展の兆しが
みられる. ただ, まだ弱い結果や条件付き
の結果が多く今後の発展は未知数である.  
 
 
２． 研究の目的 
 
現在採択されている課題名「ガロア変形によ
る岩澤理論の一般化と新現象の探求」の基盤
研究(B)においては,「変形理論の哲学による
岩澤理論」という岩澤理論の一般化に取り組
んでいる. 代数幾何学などでも大事な変形
の考え方を岩澤理論にも組織的に導入して, 
従来の個別のモチーフごとの岩澤理論をモ
チーフの p 進ガロワ変形に対する統一的な
岩澤理論へ拡張したいというのが申請者の
長期的な課題である.  
  まず, 申請者の博士論文と申請者自身の
博士論文終了後数年の間に出版された研究
によって「ガロワ変形の岩澤主予想」の適切
な定式化やその証明など一通りの解決を得
ている(参考論文[A1],[A2],[A3]). その後, 
申請者はさらに階数や変数の大きな例での
結果を蓄積し, そこでの新現象を探求しな
がら, 何本かの論文を出版した(参考論文
[B1],[B2],[B3],[B4]). それぞれの仕事に
おいて, 高次元の状況からくる新しい問題
に遭遇しながら解決してきた経緯があり, 
着実に知見や新現象の蓄積を重ねてきた. 
   
この基盤(B)の研究課題のもとで, 本研究の
目的は特に以下の目的に特化して Francesco 
Lemma 氏との国際共同研究を集中的に進める
ことである.  
(1) 階数の高い p通常的ガロワ表現やそのガ
ロワ変形に対して, p 進 L 函数を沢山構成す
る. 
(2) 階数の高い p通常的ガロワ表現や多変数
の変形空間における Euler 系を構成する. 
(3) 変形の高いガロワ表現の岩澤理論を p通
常的でないガロワ変形へも一般化する.  
 これらは何もとても大きな課題でありす

ぐに達成できるものではないが, これらの
目的に近づくための部分課題を適宜見出し
ていくことを試みた.  
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３．研究の方法  
 
先述の通り, 今回の研究は研究代表者と
Francesco Lemma 氏(パリ第７大学)との共同
研究である.  
  研究代表者は, Hibertモジュラーの多変数
p 進 L 函数の構成, GSp(4)の 3 変数肥田変
形での Euler 系が存在する仮定のもとでの p
進 L函数 Coleman 構成などの研究成果を重ね, 
岩澤理論的な知見を蓄積してきた. 
  一方で, 共同研究者の Francesco Lemma 氏
は GSp(4)のスピノール L 函数の特殊値の
Beilinson 予想に関して博士論文以来いくつ
かの重要な結果を重ね, 保型 L函数の知見を
蓄積してきた.  
 両者の知見で補い合いつつ, GSp(4)の場合
に深く掘り下げて行くことを目指した. 
GL(2)の場合の加藤の仕事において最も大事
なステップであった explicit reciprocity 
law の部分は, Loeffler らを始めとする人々
による関連研究でも避けられていた. そう
するとどうしても得られる結果が弱くなる
ので explicit reciprocity law を避けず正
面から研究する方法をとった. また, 先に
述べた背景において, (II)の研究から(I)の
研究へと進む方向に触れたが, 今回の研究



方法では, (I)の研究を深めることで(II)の
研究を深めていく逆のアプローチを取った. 
 
 
 
４．研究成果  
 
素数 p が代数群 GSp(4)の endoscopic なカス
ピダル保型表現 Π の Adjoint 表現の L函数
の s=1での特殊値を割り切り, さらに適当な
条件をみたすとき, stableなカスピダル保型
表現で元の Π と合同なものが存在するこ
とを示した. この結果とその詳細な証明を
論文として完成させ, archive に上げるとと
もに (arXiv:1806.02135 [math.NT]),専門
誌に投稿した.  
   また, Gsp(4)のカスピダル保型表現 Πに
対する Euler 系の構成を Piatetski-Shapiro
の積分表示や Beilinson-Kato element を用
いて議論した. モチヴィックに作られた元
たちのノルム両立性など, いくつかの性質
を確かめて部分結果を得ることができたが, 
まだ完全なEulerには程遠い. 今後引き続き
確かめられていない性質などを深く掘り下
げて調べていきたい. 
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